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2024 SUMMER !

○ 第77回 珂北高校野球大会① 2回戦・・・６月
6月1日から高萩市民球場において、第77回珂北高校野球大会が行われました。太田一高は2回戦からのス

タートでしたが、2回戦で海洋高にコールド勝ち、準々決勝の勝田工戦では1点差を守り切り、準決勝では
春の県大会第4シード水戸工を破った多賀に4-2で勝利して決勝に進みました。決勝のキリスト戦は準決勝
の直後に行われ、残念ながら力尽きコールドで敗れましたが、見事準優勝に輝きました。

珂北大会 準優勝！

【2回戦】6／4 海洋高校 ００ ０ ００ ０

太田一高 18  5  6    16 × ４５

先発の今橋が、初回の相手攻撃をきっちり三者凡退に打ち取ると、その裏先頭荷見のセンター越え2塁打
で一気に打線に火がつき、13長短打で18得点。その後も猛打爆発し、2回に4安打で5得点、3回には3安打6
得点、そして4回には12安打で16得点と、合計32安打45得点で相手チームを圧倒しました。先発今橋が２
イニング、山本１イニング、川崎１イニングの投手リレーで相手打線をノーヒットに抑え込み、45-０（5回
コールド）で準々決勝に進みました。

太田一高 ４５－０ 海洋高
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2024 SUMMER !

○ 第77回 珂北高校野球大会② 準々決勝・・・６月

準々決勝の相手は勝田工高。先発マウンドには大津が立ちました。初回に四球と2本のヒット、犠飛で1点
先制されますが、その裏先頭の荷見がレフト線を抜く2塁打で出ると、2番加藤が犠打で3塁に送り、3番大
津がレフト前タイムリーで同点。さらに茂又がセンター前で続くと、3塁に進んだ大津を5番平塚がレフトへ
犠飛で帰して2-1と逆転しました。

太田一高 ５－４ 勝田工高
【準々決勝】6／6 勝田工高 １１ １ ００ ０ １ ００ ４

太田一高 ２ ００ １ １０ ０ １× ５

2回表と3回表に1点ずつ失点し逆転された大津でしたが、4回を無失点で抑えると、その裏先頭の茂又の
センター前が出て1点追加で同点。5回も先頭大和田、加藤のセンター前が出て1得点で４-３と逆転。

4-3と逆転して6回からは大金がマウンドに。6回は無失点でしたが7回に2塁打とセンター前タイムリーで
同点に追いつかれます。8回裏太田一高は、先頭の大津がセンター前で出塁すると続く茂又が四球。ここで5
番平塚が執念のレフト前タイムリーを放ち5-4。9回表もヒットでランナーを出しますが、最後は大金が、
エースの意地を見せて2者連続三振に打ち取りゲームセット。準決勝にコマを進めました。

珂北大会 準優勝！



茨城県立太田第一高等学校野球部 ３

2024 SUMMER !

○ 第77回 珂北高校野球大会③ 準決勝・・・６月

準決勝は春の県大会で第4シード水戸工を破った多賀高との一戦です。先発のマウンドには大金が立ちま
した。昨日（準々決勝）途中から登板した投球はやや不安定な部分もありましたが、今日の大金はエースの
貫禄十分。強力な多賀高打線を相手に安打は許すものの、走者が出てからの投球には老獪さがありました。

太田一高 ４－２ 多賀高
【準決勝】6／7 多賀高校 ００ ０ ００ １ ０ ０ １ ２

太田一高 ３ ０１ ０ ００ ０ ０× ４

攻撃面では、初回、多賀高投手陣の制球の乱れを衝いて一気に3点を奪い、3回には先頭の5番平塚がライ
トオーバー3塁打を放つと、榊原がセンターの犠飛で帰して4点目をきっちり取りました。先発大金は127球
の完投。 6回に犠飛で1失点したものの9回完投し自責点1の快投を見せ、野手陣も要所を守って見事決勝進
出となりました。

珂北大会 準優勝！
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2024 SUMMER !

○ 第77回 珂北高校野球大会④ 決勝・・・６月

太田一高 ０－１０ 茨城キリスト

【決勝】6／7 キリスト ０ ３０ ２ ００ ０ ５ １０

太田一高 ００ ０ ００ ０ ０ ０ ０ （８回コールド）

決勝戦は、準決勝直後同日の３試合目に茨城キリスト高と対戦しました。海洋高戦に続いて２度目の先発
今橋は初回は０点で凌ぎましたが、２回にキリスト打線につかまり３失点。しかし３回は相手クリーンアッ
プから三振２つを含む三者凡退に打ち取ります。４回からは２年の山本がリリーフしましたが、長打を浴び
て２失点。山本も５回を三者凡退に打ち取りますが、打線が振るわず0-5で前半を終えました。

珂北大会 準優勝！

県北チームが出そろう珂北大会で決勝ま
で進み、準優勝することが出来ました。い
よいよ夏がやって来ます。全国高校野球選
手権は、相手チームだけでなく、暑さとの
闘いにもなります。残り１か月、全身全霊
で心技体と磨き、課題を克服し、さらにパ
ワーアップして１０６回目の夏に臨みたい
と思います。頑張ります。

熱い応援をよろしく
お願いします！

３人目として６回から大津が継投し、６回７回と好投し無失点で抑えますが、準決からフル出場の大
津は力を振り絞りますが、キリスト打線につかまり、バックにもミスが出て一挙５点を重ねられます。
打線の方も精彩を欠き、大津、平塚、今橋の散発３安打のみに終わり、チームとしても個々としても

心身のスタミナ切れで沈黙してしまったゲームとなってしまいました。


